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【緒言】 

 フェンシングは相手を突くことによって点を

得る。相手との駆け引きの中で見つけ出したほ

んの一瞬のチャンスをものにできるかが問われ

るスポーツであるため、基本的なファンデヴと

いう攻撃動作を用いて速く突くことが必要不可

欠である。しかし、具体的にどのようなフォー

ム・動きが良いのかは、第三者によるアドバイ

スや本人の感覚に頼るところが多かった。そこ

で熟練者と非熟練者の動作を解析して比較する

ことにより、相違点と欠点を明らかにし、今後

指導する立場になったときに必要とされる技術

的要素を明らかにしようと思い本研究に至った。 

 

【実験方法】 

 被験者は早稲田大学フェンシング部の部員５

名とフェンシング未経験の７名で行った。被験

者 A～E のフェンシング部部員はいずれも国際

大会の出場経験がある日本でトップクラスの選

手である。１台のハイスピードカメラを被験者

の側方に設定し、被験者の身体と持っている剣

の各所11点に自発光マーカーを付け、毎秒６０

０コマで撮影を行った。撮影によって得られた

画像をパソコンに取り込み、二次元動作解析シ

ステムSilicon Coachを用いて解析を行った。 

 

【結果】 

肘の角度において前脚が動き出す直前と突

いて静止後の角度の差を比べると、熟練者は非

熟練者に比べて小さかった。そのなかでも特に

フルーレを専門種目とする被験者AとBはその

差が小さく、前脚が動き出すときにはすでに突

き終わったときの肘の角度に近い状態になって

いた。膝の角度においては、突いて静止後の角

度が熟練者の５人の平均値９７°に対して非

熟練者７人の平均値はおよそ１２０°であっ

た。大転子の熟練者の大転子の角度が９０°前

後という結果に対し、非熟練者は１００°を越

えており明らかな違いが見られた。 

 

【考察】 

 肘の角度の差は熟練者と非熟練者、熟練者同

士でもその違いが見られ、この理由として非熟

練者は腕が伸びていない状態で前脚を蹴り出し

ていること、熟練者同士でもフルーレ・サーブ

ルを専門とする被験者はしっかりと腕を伸ばし

てから前脚を蹴り出すことで攻撃権を得ている

ためこのような差が生まれたと考えられる。ま

た、腕を伸ばす速度を見ると、熟練者に比べ非

熟練者は著しく速度が低いことが分かる。膝の

角度は、非熟練者が脚を遠くへ蹴り出すことが

できずすぐに着地してしまうために、突いて静

止後の角度が大きくなった。大転子の角度は、

非熟練者が熟練者に比べ上体が反ってしまって

いる、または深い踏み込みができずに前足が着

地してしまったために肩－大転子－膝の間に大

きな空間ができてしまったことが分かる。熟練

者の場合、反りすぎても前かがみになりすぎて

もいない９０°前後の値が各被験者とも出た

ことによってこのフォームが理想に近いものだ

と考える。 

 



【結論】 

ファンデヴの動作において、腕を伸ばすこと

と、伸ばし始めてから前脚が動き出すまでの時

間を短くすることの両方が成り立たなければな

らないものと推察される。さらに、前脚が着地

して相手を突いた時には膝と大転子の角度がそ

れぞれ９０°前後である場合非常に身体バラ

ンスがよく、前脚が遠くに蹴り出されていると

き、相手への到達距離がより短くなることで攻

撃と得点の機会の増大につながるものと推察さ

れた。 


